
［成果情報名］育苗土と圃場の土壌pH矯正によるアブラナ科野菜根こぶ病の被害軽減

［要約］転炉スラグを育苗土と圃場の両方に施用して土壌 pH を 7.5 程度に矯正すると、

アブラナ科野菜根こぶ病の発病度が低下して良品率（Ｌ規格以上）が向上する。
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［背景・ねらい］

土壌改良資材の一種である転炉スラグの圃場施用によって土壌 pH を 7.5 程度に矯正す

ることで、アブラナ科野菜に微量要素欠乏を起こさずに、根こぶ病の被害を 10 年程度持

続的に軽減できる技術が開発されている。しかし、圃場の土壌 pH 矯正だけでは被害を十

分軽減できない場合がある。そこで、転炉スラグを用いた土壌 pH 矯正を、圃場だけでは

なく育苗土も併せて行うことによる被害軽減効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．ブロッコリー根こぶ病を例とすると、転炉スラグを用いて育苗土の土壌 pH を矯正し

た方が、矯正しない場合よりも発病度が低下し、良品率が向上する（図１）。

２．ハクサイ、ブロッコリー根こぶ病では、転炉スラグを用いても圃場の土壌 pH 矯正だ

けでは被害を十分軽減できない場合があるが（図２）、転炉スラグを用いて育苗土と圃

場の両方の pH を 7.5 程度に矯正することで、根こぶ病の発病度が低下し、良品率が向

上する（図３）。

［成果の活用面・留意点］

１．本成果は主にポット育苗株を使って得られたが、pH 矯正が育苗土で十分でも圃場で

不十分な場合、ポット育苗株よりもセルトレイ育苗株で発病度が高くなる事例があった。

２．転炉スラグの施用量は育苗土や圃場によって異なるので、必ず緩衝曲線を作成してか

ら決定する。

３．育苗土の種類によっては、pH の上げ過ぎ（pH8.0 程度以上）により苗の生育が悪くな

ることがあるので十分注意する。

４．圃場の pH 矯正深は、通常の 15cm 深よりも深い 30cm 深の方が高 pH を維持できるが、

投入量・コストが増えるので、実際の耕起深によって加減する。

５．育苗土や圃場には、硫酸根や塩素根を含まない肥料を使用すると、肥料の影響による

土壌の酸性化を軽減できる。

６．転炉スラグは粉状であるため、周囲への飛散には特に注意し、作業はできるだけ風の

ない時に行うとともに、薄手のゴム手袋、長袖、マスクや保護眼鏡等を着用する。

７．ジャガイモそうか病等、アルカリ性土壌で発生しやすくなる病害があるので、作物の

選定には後作だけではなく、将来的な作付けにも注意する。



［具体的データ］

図１ 転炉スラグで育苗土の土壌pH矯正を行った 図２ 転炉スラグで圃場のみの土壌pH矯正を
場合のブロッコリ－根こぶ病の被害軽減効果 行った場合の被害軽減効果（2008年）

（2009、2010年）
注）育：育苗土（Ｙ培土）、圃：圃場の略（各図共通） 注）Ｎ粉剤：フルスルファミド粉剤の略（図３共通）

pH（H2O）は各期間に複数回測定した平均値（各図共通） 試験場所：平川市現地農家露地圃場（褐色森林土）

試験場所：所内同一露地圃場（灰色低地土） 品種：緑嶺 ハクサイ：7/24播種、8/4鉢上げ、8/18定植、10/9収穫

09年ポット株：4/3播種、4/20鉢上げ、5/8定植、6/29収穫 ブロッコリー：7/17播種、8/4鉢上げ、8/18定植、

10年ポット株：4/12播種、5/4鉢上げ、5/19定植、 11/5収穫

7/5花蕾収穫、7/6根部収穫 転炉スラグ施用量：3.1t/10a（30cm 深矯正相当量）

10年セル株（128穴）：4/26播種、5/19定植、7/13収穫

図３ 転炉スラグを用いた育苗土と圃場の土壌pH矯正によるハクサイ・ブロッコリー根こぶ
病の被害軽減効果（2009年）

注）左図：現地試験（弘前市現地同一農家露地圃場２か所：各灰色低地土）

ハクサイ：7/1播種、7/13鉢上げ、7/24定植、8/26収穫、転炉スラグ1.0t/10a施用（30cm 深矯正相当量）

ブロッコリー：7/21播種、8/4鉢上げ、8/20定植、10/27収穫、転炉スラグ3.0t/10a施用（同上）

右図：所内試験（所内露地圃場：灰色低地土）

ハクサイ：7/21播種、8/4鉢上げ、8/18定植、10/7収穫、転炉スラグ4.5t/10a施用（同上）

（青森県産業技術センター農林総合研究所）
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研究課題名：転炉スラグを用いた土壌酸性改良による野菜類土壌病害の被害軽減技術
予算区分：県交付金
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研究担当者：岩間俊太、今井照規、鈴木千秋
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